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まえがき
取扱説明書について

判らないまま使用したり、誤った操作を行うと事故につながります。

（４） 本取扱説明書の無断複写、無断翻訳を禁止します。

当社の連絡先を示します。
地域の連絡先を予告なく変更する場合があります。承知おきください。
株式会社　エス･アール
本社　〒４８７－００２５　愛知県春日井市出川町５丁目２６番地の３
　Tel　（０５６８）　５３－１０６１

　　　　 
∙ 光源を目に当てたり見つめたりしないで下さい。
∙ 幼児の手の届かない場所でご利用下さい。
∙ バーコードの読み取り以外で使用しないで下さい。
∙ 弊社の許可なく改造、分解、修理を行わないで下さい。

∙ 取扱説明書及び補足資料に記載のない環境で使用しないで下さい。

安全に正しくご使用いただくために
・ 本機を分解、改造しないでください。

・ ケーブルを持って持ち運ばないで下さい。
・ 投受光部に水、油、ほこりなどを付着させないでください。

･ この取扱説明書を印字する場合はレーザープリンタを推奨いたします。

・ ケーブル類は、高圧線や動力源からできるだけ離してください。ノイズにより、故障
や誤動作の原因になります。

・ 本機は精密機器ですので、落下させた場合、破損する恐れがあります。持ち運びの
際や設置の際はご注意下さい。

（２） 本説明書の内容について疑問が起きたり、ご不明な点がある場合は当社までご
連絡をお願いします。

（３） 本取扱説明書の記載内容以外の目的で使用された場合に、発生した事故及び
本装置を当社の許可なく改造して発生した事故については、当社は一切の責任を負
いません。

∙ 医療機器、原子力設備や機器など人命に関わる設備や機器として使用しないで下さ
い。

本装置を使用する前に、必ず本取扱説明書を読み、
内容を十分にご理解した上で使用してください。

（１） この度は株式会社　エス･アール　ＳＤ-700シリーズをご購入していただき、誠に
ありがとうございました。

!



（1）　取扱説明内容

インデックス ・･････････・･････････・･････････・･････････1
インストレーション ・･････････・･････････・･････････・･････････2
設定手順 ・･････････・･････････・･････････・･････････3
用語の意味 ・･････････・･････････・･････････・･････････4

・･････････・･････････・･････････5
初期設定 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････6
弊社出荷時設定 ・･････････・･････････・･････････・･････････7
よくある質問　　　 ・･････････・･････････・･････････・･････････8・9・10・11
保守 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････12
キーボードインターフェイス ・･････････・･････････・･････････13・14・15・16
ＲＳ-232Ｃ ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････17・18・19
特殊設定 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････20
システムコントロール ・･････････・･････････・･････････・･････････21・22
スキャニングモード ・･････････・･････････・･････････・･････････23・24

（2）　バーコードの設定内容

ＵＰＣ-Ａ ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････25・26
ＵＰＣ-Ｅ ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････27・28
ＥＡＮ-13 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････29・30 　
ＥＡＮ-8 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････31・32
Ｃｏｄｅ-39 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････33・34・35
Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ 2 ｏｆ 5 ・･････････・･････････・･････････・･････････36・37
Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ 2 ｏｆ 5 ・･････････・･････････・･････････・･････････38・39
Ｍａｔｒｉｘ 2 ｏｆ 5 ・･････････・･････････・･････････・･････････40・41
Ｃｈｉｎａ　Ｐｏｓｔ 2 ｏｆ 5 ・･････････・･････････・･････････・･････････42・43
Ｃｏｄａｂａｒ/ＮＷ7 ・･････････・･････････・･････････・･････････44・45

・･････････・･････････・･････････・･････････46・47
Ｃｏｄｅ-93 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････48・49
Ｃｏｄｅ-11 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････50・51
ＭＳＩ/Ｐｌｅｓｓｅｙ ・･････････・･････････・･････････・･････････52・53
ＵＫ/Ｐｌｅｓｓｅｙ ・･････････・･････････・･････････・･････････54・55
ＩＡＴＡ ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････56・57
Ｔｅｌｅｐｅｎ ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････58・59

（3）　その他の設定内容

出力コントロール ・･････････・･････････・･････････・･････････60・61・62・63
特殊機能 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････64・65
ケーブルタイプ ・･････････・･････････・･････････・･････････66
アスキーコード表 ・･････････・･････････・･････････・･････････67
補助機能 ・･････････・･････････・･････････・･････････・･････････68
数値設定用コード ・･････････・･････････・･････････・･････････69
出力インターフェイス ・･････････・･････････・･････････・･････････70

インデックス

出力データフォーマット

Ｃｏｄｅ-128
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インストレーション
例：キーボードウェッジタイプのスキャナー

１） 端末からキーボードコネクタを外して、スキャナーのＹケーブルをつなぎ、その後端
末のキーボードポートにつないで、端末の電源を入れます。

２） バーコードリーダは電話用ジャック型のコネクターによってつなげてあります。

３） 電話用ジャック型コネクターはスキャナーから簡単に取り外せます。スキャナーの後
ろにある小さな穴にピンか針を差し込んでください。
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設定手順

設定開始バーコードを読む

次の設定

数値の設定

プリフィックスとサフィックスのみ

　

工場出荷状態に戻す

保存して終了

設定内容を破棄して中断

機能設定の開始

各種設定 設定を行いたい機能のバー
コードを読む

設定バーコードを読み数値を確
定

設定保存終了バーコードを読
み込む

１６進数の下位

設定中断バーコードを読み込
む
工場出荷バーコードを読み込
む

バージョン確認バーコードを読
み込む

設定内容確認バーコードを読
み込む

１６進数の上位 数字の10の位

数字の1の位

数値指定完了

　　アスキーコードの指定

バージョンの確認

設定内容の確認

設定を行っている最中にわからなくなってしまった場合には、設定内容を工場出荷状態に戻し
て、最初から行う事をお勧めいたします。工場出荷状態は＜　＞で示されています。
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用語の意味

①設定項目名．．．．各機能の設定項目の名前

設定中断終了バーコード

設定の仕方

スキャナーの全機能設定は本取扱説明書のバーコードを読み込むことにて行います。
以下の設定の仕方を参考にして必要なぺージをA４にて印字した上、読込んで設定願います。

①設定したい項目のページを開きます。
②設定開始のバーコードを読み込みます。
③設定したい機能の設定用バーコードを読み込みます。
④設定保存終了のバーコードを読み込みます。

③機能設定バーコード．．．．各
設定機能のためのバーコード

工場出荷値．．．．工場出荷状
態の設定の表記は＜　＞

設定範囲．．．．設定する際の
決められた範囲

③設定保存終了バーコード．．．．設定を
終了する際に１番最後に読み込むバー
コード

②設定開始バーコード．．．．設定を開始
する際に１番最初に読み込むバーコード

設定機能名．．．．各
設定の機能の名前

設定説明．．．．各種
設定内容の説明
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出力データフォーマット

読み込んだバーコードの前後に必要なデータを付加させることができます。

プリフィクス(接頭詞）

プリアンブルデータ(前文）

コードＩＤ(前コードデータ）

コードの長さ

バーコードデータ

コードＩＤ（後コードデータ）

サフィックス(末尾詞）

ポストアンブルデータ

コード名称
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初期設定

DEFAULTのバーコードを読み込み時の内容です。

バーコードの設定内容

その他の設定内容

機種内容 設定値 設定内容

ビープ音量 5 Level 5
ビープトーン 28 2.8 KHz
ビープ音長 10 100 mSec
タイマー待機時間 20 20 Sec
点灯時間 20 200 mSec
消灯時間 20 200 mSec
読込み間隔 50 500 mSec
重複検査時間 1 Onec
文字間隔遅延 0 遅延無
データ間遅延 0 遅延無
応答遅延 30 3 Sec
マージンタイマー 10 100 mSec

コード種類 読込有効 最小限の長さ 最大限の長さ コードＩＤ

UPC-A ○ - - A
UPC-E ○ - - E
EAN 13(JAN 13) ○ - - F
EAN 8(JAN 8) ○ - - FF
Code 39 ○ 0 0 M
Interleaved 2 of 5 6 0 I
Industrial 2 of 5 4 0 H
Martrix 2 of 5 4 0 G
China post 2 of 5 11 11 J
Codabar/NW7 ○ 4 0 N
Code 128 ○ 0 0 K
Code 93 4 0 L
Code 11 4 0 O
MSI/Plessey 4 0 P
UK/Plessey 4 0 R
IATA 4 0 Q
Telepen 4 0 S
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3

1
　
2

3

1

2

3

注意
上記の設定は出荷時の設定に戻されたいときに行ってください｡
何らかの事情で調子が悪くなったとき等、上記の設定をお薦めいたします｡

1

2

　

弊社出荷時の設定

☆出荷時の設定内容
　

弊社のバーコードリーダは、下記の設定をして出荷していま
す｡
出荷時の設定に戻されたい場合は下記のバーコードを上から
順番に読み込んでください。
　
A) デフォルトの設定をします｡
1. 英文マニュアル54ページの最下段　「ＳＴＡＲＴ」のバーコー
ドを読み込みます｡
2. 「ＤＥＦＡＵＬＴ」のバーコードを読み込みます｡
3. 55ページの最下段　「ＥＮＤ」のバーコードを読み込みます。
　
B) 日本語キーボード（１０６）の設定をします。
1. 6ページの最下段　「ＳＴＡＲＴ」のバーコードを読み込みま
す。
2. 同ページの右段の下から3番目　「ＫＴ－１０６」のバーコード
を読み込みます｡
3. 7ページの最下段　「ＥＮＤ」のバーコードを読み込みます｡
　
C) バーコードリーダのボタンを押している間のみ、バーコード
を読み込む設定にします。
1. 14ページの最下段　「ＳＴＡＲＴ」のバーコードを読み込みま
す｡
2. 同ページの上から2番目　「Ｔｒｉｇｇｅｒ Ｍｏｄｅ　１」のバーコー
ドを読み込みます。
3. 15ページの最下段　「ＥＮＤ」のバーコードを読み込みます。
以上です｡
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1

2

3

1

2

3
　
4

5

6

7

1

　
2

　

3

バーコードを読み込む際にＴａｂキーを付加させたいのです
が？
　
1. 英文マニュアル38ページの最下段「START」のバーコードを
読み込みます｡
2. 同ページの真中よりやや上のPostamble Transmission右段
の「Enable」のバーコードを読み込みます｡
3. すぐ下の左段「Data0<CR>」のバーコードを読み込みます｡
4. 55ページの最上段「0」のバーコードを読み込みます。
5. 同ページの右段　上から2番目の「9」のバーコードを読み込
み　　　　　　　　　　　　　　　ます｡
6. 同ぺージの下から2番目の「SET」のバーコードを読み込み
ます｡
7. 同ページの１番下の「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

 

　

　

☆バーコードリーダのＩＳＢＮの設定方法

ＩＳＢＮコードを読み込みたいのですが？
　
1. 英文マニュアル18ページの最下段「START」のバーコードを
読み込みます｡
2. 同ページの真中の辺りのISBN/ISSN Transmission右段の
「Enable」のバーコードを読み込みます｡
3. 19ページの１番下の「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

 

　

　

　

　

よくある質問

☆Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　2　ｏｆ　5　のバーコードを読み込む設定

バーコードの種類で　Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　2　of　5　のバーコードを
読み込みたいのですが？
　
1. 英文マニュアル24ページの最下段　「START」のバーコード
を読み込みます｡
2. 同ページの最上段のRead　右段　「Enable」のバーコードを
読み込みます｡
3. 25ページの１番下　「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

 

　

☆バーコードの後に文字を付加させる設定
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1

2

3

1

2

3
　

4

5

6

7

2

3

4

5

6

　

☆バーコードの頭に文字を付加させる設定
　

☆バーコードを切り詰めて読み込む設定

 

　

バーコードを読み込む際に頭に‘I’を付加させたいのです
が？
　
1. 英文マニュアル38ページの最下段　「START」のバーコード
を読み込みます｡
2. 同ページの1番上のPreamble Transmission　右段
「Enable」のバーコードを読み込みます｡
3. すぐ下の左段　「Data0<Null>」のバーコードを読み込みま
す｡
4. 55ページの左段の上から5番目　「4」のバーコードを読み込
みます。
5. 同ページの右段の上から2番目　「9」のバーコードを読み込
みます｡
6. 同ページの下から2番目　「SET」のバーコードを読み込みま
す｡
7. 同ページの１番下　「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

　

　

ＮＷ7の12桁を11桁で表示させたいのですが？

1. 英文マニュアル28ページの最下段　「START」のバーコード
を読み込みます｡
2. 29ページの最上段　Truncate Digits　右段　「Ending
Digits」のバーコードを読み込みます｡
3. 55ページの最上段　「0」のバーコードを読み込みます。
4. すぐ下の段　「1」のバーコードを読み込みます｡
5. 同ページの下から2番目　「SET」のバーコードを読み込みま
す｡
6. 同ページの１番下　「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

1
 

よくある質問

☆起動音をなくす設定

バーコードリーダの起動音をなくす設定を知りたいのですが？
（電源投入時に､内部の自己診断が正常に終了した場合に、
起動音を鳴らす指定をなくすには？）
　
1. 英文マニュアル12ページの最下段　「START」のバーコード
を読み込みます｡
2. 同ページの最上段のPower-On Music　左段　「Disable」の
バーコードを読み込みます｡
3. 13ページの１番下　「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

 

 

　

☆配列が変わる時
　

バーコードを読み込む際に「Alt+P」を付加させたいのです
が？
　
1. 英文マニュアル38ページの最下段「START」のバーコードを
読み込みます｡
2. 39ページの上から2項目目　Suffix Transmission右段の
「Enable」のバーコードを読み込みます｡
3. 斜め左下の「Clear Suffix Data」のバーコードを読み込みま
す｡
4. すぐ下の「Data <NULL>」のバーコードを読み込みます。
5. 55ページの左段　上から2番目の「1」のバーコードを読み込
み　　　　　　　　　　　　　　　ます｡
6. 55ページの右段　上から8番目「F」のバーコードを読み込み
ます。
7. 同ページの左段　上から6番目の「5」のバーコードを読み込
み　　　　　　　　　　　　　　　ます｡
8. 同ページの左段　最上段の「0」のバーコードを読み込みます
9. 同ぺージの下から2番目の「SET」のバーコードを読み込みま
10. 同ページの１番下の「END」のバーコードを読み込みます｡
以上です｡

　

Q．Windows 2000のパソコンで、PS/2やUSB接続すると記号の配列が変わってしまいますがどう
してでしょうか？

A．マイクロソフト側の問題です。インストールするとキーボードの設定が標準では１０１英語キー
ボードになっているからです。

その為、バーコードリーダを接続すると本来の英語キーボードの設定になり、記号文字の配列
が変わってしまう場合があります。
正しい日本語キーボードの設定に変更してください。

例　１０９日本語キーボードにする。
　（接続しているキーボードに合わせて、設定をしなおしてください）

　

よくある質問

☆バーコードの後にコマンドを付加させる設定
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☆PS/2について
　

WindowsＮＴでは、キーボードエミュレーターは必要ありません。
但し、キーボードが接続されていない場合は、ハードウェアドライバでＰＳ/２が組み込まれている
事を確認してください。

☆ＮＥＣのＭＡＴＥについて
　

ＯＳでWindows２０００の場合は、ＵＳＢ仕様をお勧めします。

ＯＳがＮＴ仕様の場合は、ＰＳ/２にて接続してください。
キーボードがＵＳＢで接続している場合に、ＰＳ/２のドライバーを追加してください。
基本的にWindowsＮＴの場合、ＵＳＢをサポートしておりませんので使用できません。

Q．バーコードリーダのインターフェースの選び方について？

A．下記の３種類の接続方法があります。

 ＵＳＢ
 ＰＳ/２
 ＲＳ２３２Ｃ

ＵＳＢについて
 現在、最も人気がある接続方法です。
 Windows２０００、ＸＰ、ＭｅなどのＰＣをお使いのユーザーがご使用になれます。
 Windows９８の場合は、オリジナルのWindows９８のＣＤ－ＲＯＭが必要となります。
 Ｍａｃにも対応できますが、使用できない機械もありますので貸出制度もありますので、ご確認く
ださい。

ＰＳ/２
 ＤＯＳ/Ｖ機でＰＳ/２のポートがあって、キーボード接続できる機械であれば、ご使用できます。
 但し、一部のＰＳ/２のコネクタを持っていても、キーボード接続できない機械（ＮＥＣ　ＭＡＴＥ
系）がありますので注意が必要です。）
 ＰＣには、必ずキーボードないしエミュレーターが必要となります。

ＲＳ２３２Ｃ
 接続する為には、ＲＳ２３２Ｃのプロトコル（通信ボーレートなど）についての知識が必要となりま
す。
 また、接続する為に特別なソフトが必要となります。
 

　

よくある質問

☆バーコードリーダのインターフェースの選び方
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保守

バーコードリーダが読みにくくなった場合は、エタノールを含ませた
布でレンズの部分を拭き、よごれやほこりを取り除いてください｡
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☆Keyboard Speed (キーボードスピード)

Turbo (超高速)

☆Numeric Key Position (数字キーポジション)

☆Function Key Emulation (ファンクションキーエミュレーション)

☆Keyboard Simulation (キーボードシュミレーション)

☆Caps Lock (キャプスロック)

 

Low (低速)

Keyboard Wedge (キーボードインターフェイス)
START (設定開始)

＜Alphabetic-key＞

スキャナーがパソコンにバーコードデータを通知する速度を指
定します。通常の設定は、高速または超高速が性能的に良い
です。バーコードデータの表示が遅く、取りこぼしているような
場合には、中速または低速に変更して試してください。

Keypad (キーパッド)   

Medium (中速)

(アルファベットキー)

＜High (高速)＞

この機能はIBM　PC/AT、PC/2､IBM　5576シリーズパソコンか
互換機でしか使用できません。選択されたキーパッドケース
は、数値出力をキーパッド出力にすることが可能です。規定の
設定はアルファベットキーです。

＜Disable (無効)＞   

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞   

Enable (有効)

Lowercase (小文字)

END (設定保存終了)

Auto (自動)

＜Uppercase (大文字)＞

ホストコンピュータの電源がついている間､全てのパソコンは装
置(キーボードインターフェイスを含む）を自己チェックしていま
す。その機能が作動しているとき､電源がついている間､ホスト
コンピュータがキーボードインストールをチェックします。キー
ボードインストールせずに機能を作動させることをおすすめし
ます。

ABORT (設定中断終了)

この機能はIBM　PC/AT､PS/2､IBM　5576シリーズパソコンか
互換機でしか使用できません。機能が作動しているとき、01H
から1FHの間のASCⅡのコード値が送信されたデータのファン
クションキーに変換されて、RS-232Cの通信プロトコルに使用
できます。変換処理はプリアンブル､ポストアンブル､プレフィク
ス､サフィックスコードプログラムを含みます。

読み込んだバーコードの全ての文字について、指定された大
文字・小文字に変換してパソコンに通知する機能指定です。
アッパーケース（大文字）が選択されてキャップスロックオンに
なっている時、　あるいはローワーケース(小文字）が選択され
てキャップスロックがオフになっているとき、出力スタイルはキャ
ラクターケースと合致します｡
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☆Spare (予備)

Keyboard Wedge (キーボードインターフェイス)

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞   

END (設定保存終了)

　

START (設定開始)

ABORT (設定中断終了)
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☆Keyboard Type (キーボードタイプ)

＜IBM　AT,PS/2＞
IBM　XT

　 Macintosh　ADB.
IBM　PS/2　25,30

NEC　9801
IBM　PS/2　55

IBM　5500
KT-106

IBM　5576
Spare0 (予備0)

Spare1 (予備1)
Spare2 (予備2)

Spare3 (予備3)

END (設定保存終了)

　
スキャナーは、工場出荷時にて日本の環境に適する設定を行い出荷しております。お客様の使
用環境(マシン種類）等によりましては、動作しない場合もあると思われます。このような場合に､
本設定を行い正しく動作するかお試しいただけるようにしております。

START (設定開始)

Keyboard Wedge (キーボードインターフェイス)

ABORT (設定中断終了)
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☆Keyboard Language (キーボード言語)

＜USA[US] (英語)＞
Belgium[BE] (ベルギー)

Danish[DK] (デンマーク)
France[FR] (フランス)

Germany[GR] (ドイツ)
Italian[IT] (イタリア)

Portuguese[PO] (ポルトガル)
Spanish[SP] (スペイン)

Swedish[SV] (スウェーデン)
Switzerland[SF] (スイス)

UK[UK] (英国英語)
Latin American[LA] (ラテンアメリカ)

Spare0 (予備0)
Spare1 (予備1)

☆Inter-Character Delay Timer (文字間隔遅延)

☆Transmit Delay Timer (データ間遅延)

これは文字出力の間の時間の遅れです。キャラクタ間ディレー
タイマーは０から９９ｍｓまであり、様々なホストコンピュータや端
末の応答時間を合わせるために使われます。調節して、最小
の遅れで正常に動くようにしてください。数値の単位は１ｍｓで
す。

ABORT (設定中断終了)

例） バーコードデータが“ABCD”で、文字間隔遅延を2ms として、転送遅延10ms とした場合
1. 設定開始
2. 文字間隔遅延→0→2→設定（文字間隔遅延に2ms を設定補足：02*1ms(単位)=2ms）
3. データ間遅延→0→1→設定（データ間遅延に10ms を設定補足：01*10ms(単位)=10ms）
4．設定保存終了

スキャナーは、工場出荷時にて英語キーボードが接続されている設定となっております。その他
の国の設定も可能です。日本で使用される場合は英語設定をおすすめいたします。

(範囲：0010-9910,単位：10ms)

 

(範囲：0010-9910,単位：1ms)

　

START (設定開始)

Specific Adjustments (特殊設定)

Range:0010-9910,Unit:10ms

END (設定保存終了)

Range:0010-9910,Unit:1ms

Keyboard Wedge (キーボードインターフェイス)

バーコードデータの出力間の遅れです。この機能は短いバー
コードデータの出力やマルチフィールドスキャニングのときに
使われます。数値の単位は１０ｍｓです。
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☆Baud Rate (通信速度)

　 38400　BPS
　 19200　BPS

　 ＜9600　BPS＞
　 4800　BPS

　 2400　BPS
　 1200　BPS

　 600　BPS
　 300　BPS

☆Data Parity (パリティ長)

　 ＜None (なし)＞ 　
　 Even (偶数)

　 Odd (奇数)
　 Space (スペース）

　 Mark (マーク)

☆Data Bits (データ長)

　 7Bits (７ビット)
　 ＜8Bits (８ビット)＞

☆Stop Bits (ストップビット)

　 ＜1Bit (1ビット)＞
　 　 2Bits (２ビット)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

スキャナーは､工場出荷時は9600BPSにて設定されておりま
す。

スキャナーは､工場出荷時は8ビットにて設定されております。

スキャナーは､工場出荷時はなしにて設定されております。

　
スキャナーは､工場出荷時は1ビットにて設定されております。

START (設定開始)

　

　

　

RS-232C (RS-232Cインターフェイス)
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☆Handshaking (ハンドシェイキング)

プロトコルは、スキャナーとシリアルホストコンピュータ間のデータフローを制御します｡　

＜Disable (無効)＞
RTS/CTS

CTS/RTS
Scanner Ready (スキャナーレディ)

Data Ready (データレディ)
XON/XOFF

STX/ETX
CTS Trigger (CTSトリガー)

Spare0 (予備0)
Spare1 (予備1)

☆Disable (無効)

☆RTS/CTS（CTS/RTS)

☆Scanner Ready (スキャナーレディ)

☆Data Ready (データレディ)
 

スキャナーはデコードが成功したことを示すために送信要求信号(RTS)を出し、送信可信号
(CTS)を受け取ると、データを送信します。

ABORT (設定中断終了)

通信方法は、リード線(TXD)か受信データ(RXD)で、どんなハードウェア(RTS/CTS)でもソフト
ウェア(XON/XOFFかACK/NAK)ハンドシェイキングでもかまいません。

 

END (設定保存終了)

この機能が選択されているときは、通常のデータ通信の前に送信要求信号(RTS)と送信可信号
(CTS)が送られます。例えば、スキャナーがバーコードデータをホストコンピュータに送ろうとした
とき、まずスキャナーは送信要求信号(RTS)を出し、ホストコンピュータからの送信可信号(CTS)
を待ち、その後、通常のデータ通信が行われます。もし有効時間以内（応答遅延）にホストコン
ピュータからの送信可信号(CTS)がないと、スキャナーは５回ビープ音を出します。

 
スキャナーの電源がついているとき、スキャナーは送信要求信号(RTS)を出し、送信可信号
(CTS)を受け取るとデータを送信します。

RS-232C (RS-232Cインターフェイス)
START (設定開始)
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☆STX/ETX

☆XON/XOFF

☆ACK/NAK

☆CTS Triger (CTSトリガー)

　ACK/NAKプロトコルは、スキャナーをプログラミングしているシリアルホストコンピュータに
フィードバックを行います。ACK/NAKプロトコルには２つ大切な機能があります。一つ目は、コ
マンドが受け入れられて、実行されているという肯定応答をホストコンピュータに出すことで、二
つ目はホストコンピュータがスキャナーが処理できる速さ以上でコマンドを出さないようにすること
です。スキャナーが正しいフォーマットのコマンドを受け取るとACK(０６H)の肯定応答が出され、
正しくないフォーマットのコマンドを受け取ると、NAK(１５H)コードが出されます。

 
テキストの初め(STX)とテキストの終わり(ETX)はＡＳＣⅡコードで、それぞれ値は０２Ｈと０３Ｈで、
通常データ送信を圧縮できます。

 
受信デバイスが送信デバイスにCtrl-SとCtrl-QでASCⅡ XON/OFFコードを送ったときに、制御
されたデータフローがデバイス間で行われます。つまり、受信デバイスがデータを受け取れない
とき、XOFFコードを出し、ホストコンピュータに一時的にデータ送信を停止するよう知らせます。

 

　

 
　これは外部デバイスがスキャニングをコントロールできるようにするものです。ＣＴＳトリガーは外
部トリガーシグナルをCTSインプット（外部トリガー作動中）に作動させることにより制御されます。
作動中は、このシグナルはスキャナーのトリガーが押されたようにスキャニングを始めさせます。
デコードする場合は、別のスキャンが始まる前に最低でも５０ミリ秒間動作を停止しなくてはいけ
ません。

RS-232C (RS-232Cインターフェイス)
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☆Inter-Character Timer (文字間隔遅延)

☆Transmit Delay Timer (データ間遅延)

☆Response Delay Timer (応答遅延)

(範囲：0010-9910,単位：10ms)

Range:0010-9910,Unit:1ms

START (設定開始)

Range:0010-9910,Unit:100ms

Specific Adjustments (特殊設定)

 

(範囲：0010-9910,単位：100ms)

Range:0010-9910,Unit:10ms

 

(範囲：0010-9910,単位：1ms)

END (設定保存終了)ABORT (設定中断終了)

タイムアウトはシリアル通信スキャナーがホストコンピュータから
のハンドシェｰキングか､ACKかNAKを待つようにあらかじめ設
定された時間の遅れです。タイムアウトすると、スキャナーは５
回警告のビープ音を出します。この機能はホストコンピュｰタの
方が同じシグナルに反応するのに長い時間かかるアプリケー
ションのときに特に有効です。

バーコードデータの出力間の遅れです。この機能は短いバー
コードデータの出力やマルチフィールドスキャニングのときに
使われます。数値の単位は１０ｍｓです。

これは文字出力の間の時間の遅れです。キャラクタ間ディレー
タイマーは０から９９ｍｓまであり、様々なホストコンピュータや端
末の応答時間を合わせるために使われます。調節して、最小
の遅れで正常に動くようにしてください。数値の単位は１ｍｓで
す。
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☆Power-On Music (起動音)

☆Power-On Auto Trigger (起動スイッチ)

☆Good-Read LED (グッドリードLED）

☆Good-Read Beep (ブザー音)

☆Power Saving (パワーセーブ)

☆Force Case (文字変換)

Enable (有効)   

＜Disable (無効)＞

Uppercase (大文字)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

読み込んだバーコードの全ての文字について、指定された大
文字・小文字に変換してパソコンに通知する機能指定です。
アッパーケース（大文字）が選択されてキャップスロックオンに
なっている時、　あるいはローワーケース(小文字）が選択され
てキャップスロックがオフになっているとき、出力スタイルはキャ
ラクターケースと合致します｡ Lowercase (小文字)

有効を設定することにより、パワーセーブが可能となります。

Disable (無効)   

＜Enable (有効)＞

Enable (有効)   

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

バーコードが正しく読み込めた場合にブザーを鳴らす指定で
す。

バーコードが正しく読み込めた場合に本体上部のＬＥＤを点燈
させる指定です。

START (設定開始)

Disable (無効)   

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

Disable (無効)   

System Control (システムコントロール)

電源投入時に､内部の自己診断が正常に終了した場合に、起
動音を鳴らす指定です。

電源投入時にトリガースイッチを押さなくとも、自動的にスキャ
ンニング状態になります。
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☆Field Control (フィールドコントロール)

☆Double Confirm (ダブルコンファーム)

☆Inter-Character Gap (キャラクタ間ギャップ)

☆Spare0 (予備0)

☆Ratio Adjustive (比率調整)

フィールドコントロールでマルチフィールドが選択されていると､
スキャナーはたくさんのバーコードデータを同時に同じスキャ
ニングラインで読み出せます｡読み出しコードの方向は違うタイ
プのシンボルコードデータでも左から右です｡

Multi Field (複数個)

[IOB]Ratio1 (比率1)

　

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

[IOA]Ratio0 (比率0)
全てのバーコードは黒いバーと白いスペースより成り立ちま
す。もしもバーコードが読めない時はバーコード幅の比率が異
なることが原因かもしれません。通常は、1：2～1：3.5の間にて
作成されています。この設定はお客様で特に設定変更はあり
ません。

[IOC]Ratio2 (比率2)

＜Disable (無効)＞

＜Narrow (狭い)＞

Enable (有効)   

＜Disable (無効)＞

ＣＯＤＥ３９やコーダバー、ＭＳＩなどのディスクリートコードは
キャラクタ間ギャップが特徴で、機械的な付番方式での印刷に
向いています。キャラクタ間ギャップはラチェット機構を可能に
しています。既定の設定はナローです。

Wide (広い)

この機能はバーコードの種類と読み取りの質によって決まりま
す。作動が選択されていると、スキャナーはバーコードデータ
を有効にするために読み取りを何回も要求します。確認回数
の数は１５ページのダブルコンファーム回数機能で設定できま
す。確認回数を多くするほどコードの誤読が少なくなります。読
み出しスピードは落ちますが、回数を多く設定すると良いで
す。

Enable (有効)   

＜One Field (１個)＞

START (設定開始)

System Control (システムコントロール)
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☆Trigger Mode0 (トリガーモード0)

☆Trigger Mode1 (トリガーモード1)

☆Trigger Mode2 (トリガーモード2)

☆Trigger Mode3 (トリガーモード3)
＜Trigger On/Time-Out Off＞

☆Trigger Mode4 (トリガーモード4)

☆Trigger Mode5 (トリガーモード5)

☆Trigger Mode6 (トリガーモード6)
 

トリガーボタンはトグルスイッチのように働きます。スキャニング
を始める、あるいはやめるときはトリガーボタンを押してくださ
い。（トグルモード） 　

トリガーボタンは連絡スイッチのように働きます。スキャニングを
始めるにはトリガーボタンを押し、やめるにはボタンを解除して
ください。

(トグルスイッチ)

Scanning Mode (読込状態)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

(テスト用)スキャナーは連続的に読み取りを続け、ダブルコンファームな
しで同ラベル読み取りができます。スキャナーの性能、読み取
り速度と過敏性をテストできます。 　

タイムアウト時間やトリガーボタンに関係なく、スキャナーが稼
動しつづけます。

スキャナーの底についているトリガーボタンを押すと、スキャニ
ング可能です。タイムアウト時間が経過してもコードがデコード
されなければ、スキャナーはスキャニングをやめます。（レー
ザーモード）

(常時読込)
Trigger On/Continue On

スキャナーの底についているトリガーボタンを押すと、スキャニ
ング可能です。タイムアウト時間が経過してもコードがデコード
されなければ、スキャナーが光源を光らせます。このモードだと
バッテリー容量を節約でき、光源の動作寿命を伸ばすことが出
来ます。読み取りが成功したときか、トリガーボタンが押されると
スキャナーが動きます。点灯時間を設定してください。

　

(タイムアウト点滅)

　

START (設定開始)

Trigger On & Good-Read Off
スキャナーの底についているトリガーボタンを押すと、スキャニ
ング可能です。読み取りが成功したときか、タイムアウト時間が
経過してもコードがデコードされなければ、スキャナーの光源
が消えます。

Test Only

　

(押下時)

(タイムアウト消燈)

(読込時消燈)

Trigger On/Release Off

Trigger On/Off

Trigger On/Time-Out Flash
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☆Spare0 (予備0)

☆Spare1 (予備1)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

　

　

　

　

Scanning Mode (読込状態)
START (設定開始)
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☆Read (読み込み)

☆Add-On (アドオン)

☆Add-On Lock (アドオンロック)

☆Truncate Leading Zeros (ゼロサプレス)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

UPC-A

Disable (無効)   
このコードは有効にて設定しております。

＜Enable (有効)＞

この機能が動いているとき､バーコードのデータキャラクタの先
頭の0は切り捨てられます。この機能はWPC読み取りのときの
み使用されます。 Enable (有効)   

アドオンバーコードは補足的なコードで､たいてい２個か５個の
WPCの補足デジットを示します。この機能は､アドオンロックが
作動中だと､アドオンバーコードと一緒にWPCを読み込むとき
に､アドオンコードの出力をさせます。だから､アドオンなしでは
WPCバーコードを読めません。アドオンコードを読み出さなく
てはならないときは､アドオンを作動させておいたほうが良いで
す。

＜Disable (無効)＞
追加文字設定は、ＷＰＣコードを読み込んだ後に、続く追加文
字(add-on code)の２文字または、５文字を補う設定です。
必要に応じて設定してください。
　
例）　バーコードデータ　+　追加文字（2or5文字）

　

＜Disable (無効)＞

Add-On5 (追加5文字のみ)

Add-On2 (追加２文字のみ)

Add-On2+5 (追加2or5文字)

このコードでは､チェックデジットが標準で含まれています。
チェックデジットはバーコードの最終の１文字ですが､これを転
送したくない場合には､無効を設定してください｡

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

＜Enable (有効)＞

Disable (無効)   

Enable (有効)   

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)
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☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code ID (コードID)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

(アスキーコード)

Leading Digits
バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(範囲：0010-1510)

ID [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(エンディングデジット)
Ending Digits

(ID [範囲：0016-FF16])

＜Disable (無効)＞
　

Enable (有効)   

UPC-A
START (設定開始)

(リーディングデジット)

Set ASCⅡ Code

Range:0010-1510

- 26 -



☆Read (読み込み)

☆Add-On (アドオン)

☆Add-On Lock (アドオンロック)

☆Expansion (拡張)

☆Truncate Leading Zeros (ゼロサプレス)

このコードは有効にて設定しております。

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

UPC-E

アドオンバーコードは補足的なコードで､たいてい２個か５個の
WPCの補足デジットを示します。この機能は､アドオンロックが
作動中だと､アドオンバーコードと一緒にWPCを読み込むとき
に､アドオンコードの出力をさせます。だから､アドオンなしでは
WPCバーコードを読めません。アドオンコードを読み出さなく
てはならないときは､アドオンを作動させておいたほうが良いで
す。

追加文字設定は、ＷＰＣコードを読み込んだ後に、続く追加文
字(add-on code)の２文字または、５文字を補う設定です。
必要に応じて設定してください。
　
例）　バーコードデータ　+　追加文字（2or5文字）

Add-On2 (追加２文字のみ)

Add-On5 (追加5文字のみ)

Add-On2+5 (追加2or5文字)
　

＜Disable (無効)＞
この機能が動いているとき、バーコードのデータキャラクタの先
頭の０は切り捨てられます。この機能はWPC読み取りのときの
み使用されます。 Enable (有効)   

機能の拡張は、UPC-EかEAN-8コードの読み取りのときだけ
使用されます。機能が作動しているとき、先頭が０の１３桁にま
で拡張できます。 Enable (有効)   

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)   

＜Disable (無効)＞

Disable (無効)   
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☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code ID (コードID)

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

UPC-E

Disable (無効)   
このコードでは、チェックデジットが標準で含まれています。
チェックデジットはバーコードの最終の１文字ですが、これを転
送したくない場合には、無効を設定してください。 ＜Enable (有効)＞

Leading Digits
(リーディングデジット)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

(エンディングデジット)

　

Range:0010-1510

Set ASCⅡ Code
(ID [範囲：0016-FF16])

(範囲：0010-1510)

(アスキーコード)

ID [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

ID1 (ID1)

Enable (有効)   

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Ending Digits
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☆Read (読み込み)

☆Add-On (アドオン)

☆Add-On Lock (アドオンロック)

☆ISDN/ISSN Transmission (ISBN/ISSN転換)

☆Truncate Leading Zeros (ゼロサプレス)

＜Enable (有効)＞

Add-On5 (追加5文字のみ)

Add-On2+5 (追加2or5文字)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)   

このコードは有効にて設定しております。

　

Add-On2 (追加２文字のみ)

EAN-13
START (設定開始)

ABORT (設定中断終了)

Disable (無効)   

Enable (有効)   

END (設定保存終了)

Enable (有効)   

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

この機能が動いているとき､バーコードのデータキャラクタの先
頭の0は切り捨てられます。この機能はWPC読み取りのときの
み使用されます。

ISBN（国際標準図書番号）とISSN（国際標準逐次刊行物番号）
は、２種類のバーコードブックランドラベルです。ISBNは９７８が
ついた１０桁の数字で、ISSNはEAN-13のコード体系の９７７が
ついた８桁の数字です。

追加文字設定は、ＷＰＣコードを読み込んだ後に、続く追加文
字(add-on code)の２文字または、５文字を補う設定です。
必要に応じて設定してください。
　
例）　バーコードデータ　+　追加文字（2or5文字）

＜Disable (無効)＞
アドオンバーコードは補足的なコードで､たいてい２個か５個の
WPCの補足デジットを示します。この機能は､アドオンロックが
作動中だと､アドオンバーコードと一緒にWPCを読み込むとき
に､アドオンコードの出力をさせます。だから､アドオンなしでは
WPCバーコードを読めません。アドオンコードを読み出さなく
てはならないときは､アドオンを作動させておいたほうが良いで
す。
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☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code ID (コードID)
ID [Range:0016-FF16]

(範囲：0010-1510)

＜Disable (無効)＞

Leading Digits

　

Enable (有効)   

EAN-13

＜Enable (有効)＞

このコードでは､チェックデジットが標準で含まれています。
チェックデジットはバーコードの最終の１文字ですが､これを転
送したくない場合には､無効を設定してください｡このチェックデ
ジットは、モジュラス１０ウエイト３にて算出されています。

Disable (無効)   

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

 

Ending Digits
(エンディングデジット)

Range:0010-1510

ABORT (設定中断終了)

Set ASCⅡ Code

END (設定保存終了)

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

START (設定開始)
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☆Read (読み込み)

☆Add-On (アドオン)

☆Add-On Lock (アドオンロック)

☆Expansion (拡張)

☆Truncate Leading Zeros (ゼロサプレス)

START (設定開始)

Disable (無効)   

＜Disable (無効)＞

EAN-8

このコードは有効にて設定しております。

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞
追加文字設定は、ＷＰＣコードを読み込んだ後に、続く追加文
字(add-on code)の２文字または、５文字を補う設定です。
必要に応じて設定してください。
　
例）　バーコードデータ　+　追加文字（2or5文字）

Add-On2 (追加２文字のみ)

Add-On5 (追加5文字のみ)

Add-On2+5 (追加2or5文字)
　

機能の拡張は、UPC-EかEAN-8コードの読み取りのときだけ
使用されます。機能が作動しているとき、先頭が０の１３桁にま
で拡張できます。 Enable (有効)

アドオンバーコードは補足的なコードで､たいてい２個か５個の
WPCの補足デジットを示します。この機能は､アドオンロックが
作動中だと､アドオンバーコードと一緒にWPCを読み込むとき
に､アドオンコードの出力をさせます。だから､アドオンなしでは
WPCバーコードを読めません。アドオンコードを読み出さなく
てはならないときは､アドオンを作動させておいたほうが良いで
す。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞
この機能が動いているとき、バーコードのデータキャラクタの先
頭の０は切り捨てられます。この機能はWPC読み取りのときの
み使用されます。 Enable (有効)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

＜Disable (無効)＞
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☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code ID (コードID)

(範囲：0010-1510)

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

　

Enable (有効)

Leading Digits
(リーディングデジット)

 

ID0 [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Set ASCⅡ Code

Ending Digits
(エンディングデジット)

Range:0010-1510

END (設定保存終了)

(ID0 [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

ID1

ABORT (設定中断終了)

＜Enable (有効)＞

このコードでは、チェックデジットが標準で含まれています。
チェックデジットはバーコードの最終の１文字ですが、これを転
送したくない場合には、無効を設定してください。このチェック
デジットは、モジュラス１０ウエイト３にて算出されています。

Disable (無効)   

EAN-8
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☆Read (読み込み)

☆Format (フォーマット)

☆Code-32[Italian Pharmac.] Translation (Code-32の転送)

☆Code-32 Leading ‘A’ Transmission (Code-32のＡの転送)

☆Append Function (付加機能)

フルASCⅡCODE-39は、CODE-39強化版で、全てのASCⅡ
コードを表す１２８キャラクタのデータです。

＜Enable (有効)＞

Disable (無効)   
このコードは有効にて設定しております。

CODE-32はCODE-39の別バージョンで、０から９までの桁の
バーコードデータです。初めのＡは任意のキャラクタで、送信
してもしなくてもいいものです。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

初めのＡは任意のキャラクタで、送信してもしなくてもいいもの
です。

END (設定保存終了)

CODE-39、CODE-128、CODE-93などの種類には付加機能
があり、いくつかのシンボルがつながって、一つのデータエント
リーのように扱われます。この機能が作動しているときスキャ
ナーは、埋め込まれた付加コード（CODE-39、CODE-93の初
めのスペース、CODE-128のFNC２キャラクタ）のついたシンボ
ルを送信しません。付加コードのついた他のシンボルが再び
読まれたとき、それらのコードはコードＩＤ、プリアンブル、プレ
フィックスなしで送信されます。付加コードなしのシンボルか、
CODE-39、CODE-93、CODE-128以外のデータがデコードさ
れると、データはコードＩＤとプレフィックスなしで送信されます
が、ポストアンブルとサフィックスコードはつきます。

Full ASCⅡ(フルアスキー)

＜Standard (標準)＞

Enable (有効)

START (設定開始)

Code-39

　

ABORT (設定中断終了)

＜Disable (無効)＞
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☆Start/End Transmission (スタート/ストップコード転送)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

(エンディングデジット)

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

(リーディングデジット)

END (設定保存終了)

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

Ending Digits

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

Enable (有効)

Enable (有効)

Enable (有効)

Leading Digits

 

　

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、CODE39 ではモジュラス４
３を利用しています。チェックサムを検査する場合には有効を
設定してください。エラーとなった場合には、そのコードは転送
されません。モジュラス４３は、CODE39 で利用している43 種
類の文字にそれぞれ番号を割り当て算出された数字です。

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

ABORT (設定中断終了)

Code-39

＜Disable (無効)＞
CODE-39のスタートコードとストップコードである、“*“転送を
指定します｡有効を設定した場合には､バーコードデータは前
後に“*”が付加され､はさまれた形でパソコンに転送されます｡
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

END (設定保存終了)

(アスキーコード)
Set ASCⅡ Code

(最小限コード長)
Range:0010-4810

(ID [範囲：0016-FF16])

START (設定開始)

(最大限コード長)

　
Max.Code Length

(範囲：0010-4810）

Min.Code Length

ABORT (設定中断終了)

ID [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

Code-39

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。
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☆Read (読み込み)

☆Format (フォーマット)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

START (設定開始)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

END (設定保存終了)

　

Enable (有効)

Interleaved 2 of 5

＜Disable (無効)＞
このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

一般にInterleaved 2 of 5 は、１文字のバーコードで２個の
数字を表しています。文字数が奇数個の場合には、奇数コー
ド（ODD S-code）として読み込む必要がありますので、奇数
コードを設定してください。

Odd Scode (奇数コード)

＜Disable (無効)＞

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した
結果と最終の文字を比較する文字で、Interleaved 2 of 5 で
はモジュラス１０ウエイト３を利用しています。
チェックサムを検査する場合には有効を設定してください。
エラーとなった場合には、そのコードは転送されません。
このコードは性質上誤読が多いので、チェックサムをつけて
の運用をお勧めします。

ABORT (設定中断終了)
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☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(最大限コード長)

　

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

Set ASCⅡ Code

Min.Code Length

Range:0010-1510

(リーディングデジット)

START (設定開始)

(範囲：0010-1510)
 

Ending Digits
(エンディングデジット)

Max.Code Length

END (設定保存終了)

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

ID [Range:0016-FF16]

ABORT (設定中断終了)

Interleaved 2 of 5

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Leading Digits
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)
Leading Digits

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

(リーディングデジット)

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

このコードは無効にて設定しております。

Industrial 2 of 5

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、Industrial 2 of 5 ではモ
ジュラス１０ウエイト３を利用しています。チェックサムを検査す
る場合には有効を設定してください。エラーとなった場合に
は、そのコードは転送されません。

　

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。

 

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

Ending Digits
(エンディングデジット)
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

Set ASCⅡ Code

(最大限コード長)

Min.Code Length

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

START (設定開始)

ID [Range:0016-FF16]
(ID [範囲：0016-FF16])

Industrial 2 of 5

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

１から48までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを制
限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

(最小限コード長)

　
Max.Code Length

(アスキーコード)
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

(リーディングデジット)

＜Disable (無効)＞

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。 Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

Matrix 2 of 5

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、Matrix 2 of 5 ではモジュ
ラス１０ウエイト３を利用しています。チェックサムを検査する場
合には有効を設定してください。エラーとなった場合には、そ
のコードは転送されません。

Enable (有効)

　

Enable (有効)

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

Leading Digits

 

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

(エンディングデジット)
Ending Digits

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(最大限コード長)

ID [Range:0016-FF16]

Min.Code Length

START (設定開始)

Matrix 2 of 5

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)
Set ASCⅡ Code

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

　
Max.Code Length

(範囲：0010-4810）
Range:0010-4810
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)
Leading Digits

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

 
(範囲：0010-1510)

(エンディングデジット)

START (設定開始)

China Post 2 of 5

　

(リーディングデジット)

Ending Digits

このコードは無効にて設定しております。

＜Disable (無効)＞
チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定して
ください。

Enable (有効)

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、China Post 2 of 5 ではモ
ジュラス１０ウエイト３を利用しています。チェックサムを検査す
る場合には有効を設定してください。エラーとなった場合に
は、そのコードは転送されません。

＜Disable (無効)＞

Range:0010-1510

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(最大限コード長)

ID [Range:0016-FF16]

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

Min.Code Length

China Post 2 of 5
START (設定開始)

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

END (設定保存終了)

Set ASCⅡ Code
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

ABORT (設定中断終了)

　
Max.Code Length
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☆Read (読み込み)

☆Start/End Symbol Type (スタート・ストップ種類)

☆Start/End Transmission (スタート/ストップコード転送)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

Enable (有効)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、Codabar ではモジュラス１
６を利用しています。チェックサムを検査する場合には有効を
設定してください。エラーとなった場合には、そのコードは転送
されません。

START (設定開始)

Disable (無効)   

Codaber のスタート・ストップコードをパソコンに転送する指定
です。有効を設定した場合には、バーコードデータの前後にス
タート・ストップコードが付加されパソコンに転送されます。 Enable (有効)

Codabar は、４種類のスタートコードとストップコードが用意され
ています。お使いになられるバーコードの種類に合わせて１つ
を選択してください。

＜Disable (無効)＞

abcd/abcd

abcd/tn*t

＜ABCD/ABCD＞

ABCD/TN*E

Codabar/NW7

このコードは有効にて設定しております。

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞
チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。
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☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(最大限コード長)

END (設定保存終了)

(範囲：0010-4810）

(ID [範囲：0016-FF16])

　

ID [Range:0016-FF16]

Range:0010-4810

Ending Digits
(エンディングデジット)

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

Max.Code Length

＜Disable (無効)＞

Set ASCⅡ Code

Codabar/NW7

Min.Code Length
１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Enable (有効)

 

(最小限コード長)

(リーディングデジット)
Leading Digits

　

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

START (設定開始)

(アスキーコード)

ABORT (設定中断終了)
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☆Read (読み込み)

☆Format (フォーマット)

☆Append Function (付加機能)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

END (設定保存終了)

START (設定開始)

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

Disable (無効)   

＜Standard (標準)＞

＜Disable (無効)＞

Code-128

Disable (無効)   

CODE128 は、バーコードデータをFNC1 にて開始することに
て、UCC/EAN-128 の形式にてデータを転送することができま
す。この場合に、はじめのFNC1“]C1”が転送され、
“<GS>(7F16)”までが一まとめとなります。

UCC/EAN-128

このコードは有効にて設定しております。

Enable (有効)

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、CODE128 ではモジュラス
１０３ウエイト１を利用しています。チェックサムを検査する場合
には有効を設定してください。エラーとなった場合には、その
コードは転送されません。

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。

＜Enable (有効)＞

ABORT (設定中断終了)

CODE-39、CODE-128、CODE-93などの種類には付加機能
があり、いくつかのシンボルがつながって、一つのデータエント
リーのように扱われます。この機能が作動しているときスキャ
ナーは、埋め込まれた付加コード（CODE-39、CODE-93の初
めのスペース、CODE-128のFNC２キャラクタ）のついたシンボ
ルを送信しません。付加コードのついた他のシンボルが再び
読まれたとき、それらのコードはコードＩＤ、プリアンブル、プレ
フィックスなしで送信されます。付加コードなしのシンボルか、
CODE-39、CODE-93、CODE-128以外のデータがデコードさ
れると、データはコードＩＤとプレフィックスなしで送信されます
が、ポストアンブルとサフィックスコードはつきます。

Enable (有効)
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☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)
ID [Range:0016-FF16]

Range:0010-4810

Range:0010-1510

START (設定開始)

＜Disable (無効)＞

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

(範囲：0010-1510)

Ending Digits

Set ASCⅡ Code

　

Enable (有効)

　

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

 

Min.Code Length

(エンディングデジット)

(範囲：0010-4810）

(最大限コード長)
Max.Code Length

(最小限コード長)

Leading Digits

Code-128
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☆Read (読み込み)

☆Append Function (付加機能)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

＜Two (２文字)＞

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

Code-93

CODE-39、CODE-128、CODE-93などの種類には付加機能
があり、いくつかのシンボルがつながって、一つのデータエント
リーのように扱われます。この機能が作動しているときスキャ
ナーは、埋め込まれた付加コード（CODE-39、CODE-93の初
めのスペース、CODE-128のFNC２キャラクタ）のついたシンボ
ルを送信しません。付加コードのついた他のシンボルが再び
読まれたとき、それらのコードはコードＩＤ、プリアンブル、プレ
フィックスなしで送信されます。付加コードなしのシンボルか、
CODE-39、CODE-93、CODE-128以外のデータがデコードさ
れると、データはコードＩＤとプレフィックスなしで送信されます
が、ポストアンブルとサフィックスコードはつきます。

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)
　

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、CODE93 ではモジュラス４
７を利用しています。一般的には、２文字を付加させています
ので、工場出荷では２文字が設定されています。必要により、
変更を行ってください。

One (１文字)

チェックサムを利用した場合には、最終の１文字または２文字
がチェックサムとなります。この文字をパソコンに転送したい場
合には、有効を設定してください。 Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Disable (無効)   

　

Enable (有効)
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☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

Set ASCⅡ Code
(アスキーコード)

ID [Range:0016-FF16]

　

Min.Code Length

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

(最小限コード長)

 

(ID [範囲：0016-FF16])

(最大限コード長)

Ending Digits

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

Code-93
START (設定開始)

Leading Digits

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Max.Code Length

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

(エンディングデジット)
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

＜Two (２文字)＞

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

＜Disable (無効)＞

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

　

Enable (有効)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Leading Digits
バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

Ending Digits
(エンディングデジット)

チェックサムを利用した場合には、最終の１文字または２文字
がチェックサムとなります。この文字をパソコンに転送したい場
合には、有効を設定してください。 Enable (有効)

Disable (無効)   
チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、CODE11 ではモジュラス１
１を利用しています。一般的には、２文字を付加させています
ので、工場出荷では２文字が設定されています。必要により、
変更を行ってください。

One (１文字)

＜Disable (無効)＞

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

START (設定開始)

Code-11

＜Disable (無効)＞
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

(最大限コード長)

Set ASCⅡ Code

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

Code-11

Min.Code Length
１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

　
Max.Code Length

START (設定開始)

ID [Range:0016-FF16]
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

Mod 10/10 (モジュラス10/10)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)

(範囲：0010-1510)
Range:0010-1510

Mod 11/10 (モジュラス11/10)

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Ending Digits
(エンディングデジット)

　

Enable (有効)

Leading Digits

チェックサムを利用した場合には、最終の１文字または２文字
がチェックサムとなります。この文字をパソコンに転送したい場
合には、有効を設定してください。 ＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、MSI/Plessey ではモジュラ
ス１０または１１を利用しています。一般的には、１文字を付加さ
せていますので、工場出荷ではモジュラス１０ が設定されてい
ます。必要により、変更を行ってください。

＜Mod 10 (モジュラス10)＞

Disable (無効)   

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

Disable (無効)   

MSI/Plessey

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(最大限コード長)
Max.Code Length

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

Set ASCⅡ Code

(最小限コード長)

　

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

ID [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

MSI/Plessey

Min.Code Length

START (設定開始)
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)

☆Truncate Digits (トランケートデジット)
Leading Digits

Disable (無効)   

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

(リーディングデジット)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

Ending Digits
(エンディングデジット)

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)

　

チェックサムを利用した場合には、最終の１文字または２文字
がチェックサムとなります。この文字をパソコンに転送したい場
合には、有効を設定してください。

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字です。チェックサムを検査する
場合には有効を設定してください。エラーとなった場合には、
そのコードは転送されません。

＜Enable (有効)＞

Disable (無効)   

＜Enable (有効)＞

UK/Plessy

＜Disable (無効)＞
このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

START (設定開始)
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☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

Min.Code Length

ID [Range:0016-FF16]

UK/Plessy
START (設定開始)

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

　
Max.Code Length

Range:0010-4810

(範囲：0010-4810）

(最大限コード長)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

(ID [範囲：0016-FF16])コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

Set ASCⅡ Code
(アスキーコード)
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☆Read (読み込み)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare0 (予備0)

☆Spare1 (予備1)

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

　

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

　

チェックサムを利用した場合には、最終の１文字または２文字
がチェックサムとなります。この文字をパソコンに転送したい場
合には、有効を設定してください。

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)

ＩＡＴＡ
START (設定開始)

＜Disable (無効)＞

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字で、IATA ではモジュラス7を
利用しています。チェックサムを検査する場合には有効を設定
してください。エラーとなった場合には、そのコードは転送され
ません。

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

＜Disable (無効)＞

Enable (有効)
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☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)
ID [Range:0016-FF16]

Range:0010-4810

Min.Code Length

　

ABORT (設定中断終了)

Max.Code Length

１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

(範囲：0010-4810）

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)
Leading Digits

ＩＡＴＡ

Ending Digits
(エンディングデジット)

START (設定開始)

(最大限コード長)

Set ASCⅡ Code

END (設定保存終了)

Range:0010-1510

(範囲：0010-1510)
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☆Read (読み込み)

☆Format (フォーマット)

☆Checksum Verification (チェックサム検査)

☆Checksum Transmission (チェックサム転送)

☆Spare (予備)
＜Disable (無効)＞

Disable (無効)   

ASCⅡMode (フルアスキー)

　

Enable (有効)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

チェックサムを利用した場合には、最終の文字がチェックサム
となります。この文字をパソコンに転送したい場合には、有効を
設定してください。この設定は、チェックサムの検査を有効にし
た状態で設定願います。

Enable (有効)

チェックサムとは読み込んだバーコードデータから算出した結
果と最終の文字を比較する文字です。チェックサムを検査する
場合には有効を設定してください。エラーとなった場合には、
そのコードは転送されません。

＜Enable (有効)＞

＜Disable (無効)＞

Ｔｅｌｅｐｅｎ

＜Disable (無効)＞

＜Numeric Mode (数字のみ)＞
Ｔelepen は数字のみとフルアスキー（英数字＋記号）の利用が
可能です。数字のみHWA また、オートスイッチを指定すること
にて、キャラクタを混合させることも可能です。この場合、
“<DEL>(7F16)”コードによって、英数字とフルアスフルアス
キーHWBキーを切り替えます。

このコードは無効にて設定しております。

Enable (有効)

Auto Mode (オートモード)

START (設定開始)
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☆Truncate Digits (トランケートデジット)

☆Code Length (コード長)

☆Code ID (コードID)

(範囲：0010-4810）

START (設定開始)

(範囲：0010-1510)

Ending Digits

Range:0010-1510

(最大限コード長)

Range:0010-4810

(エンディングデジット)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

ID [Range:0016-FF16]
コードIDは読み取り成功時にデコードされ始めるシンボルを表
すキャラクタです｡このコード機能が働いていると､コードIDは送
られたデータの初めか終わりにつけられます。コードIDを2つ
持っているUPC-EやEAN-８のようなバーコードラベルもありま
す｡

(ID [範囲：0016-FF16])

(アスキーコード)

Ｔｅｌｅｐｅｎ

Min.Code Length
１から４８までの最小限と最大限の長さは、データエントリーを
制限するように設定できます。長さは、送られてきたバーコード
データの実際の長さと決められています。この制限を越える長
さのラベルは、拒否されます。最小限の長さの設定が最大限
の長さの設定を超えないようにしてください。全てのラベルの読
み取りがされません。特に、固定長バーコードをデコードさせる
ために、最大限と最小限の読み取りの長さに同じ数値を設定
できます。WPC(UPC、EAN、JAN)のような固定長ラベルの
バーコードでは、数値の設定は影響がありません。

(最小限コード長)

　
Max.Code Length

バーコードの前後の指定文字数(１～１５文字)を割愛。設定値
が0でなければ､バーコードデータキャラクタの初めか終わりの
数値は切り捨てられます。トランケート数値がバーコードデータ
の桁かトランケートリーディングの数値よりも大きいか、トラン
ケートリーディングの数値がエンディングデジットと重複すると､
ビープ音が鳴るだけで読み取りがされません｡トランケートの最
大値は１５です｡

(リーディングデジット)

Set ASCⅡ Code

Leading Digits
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Set ASCⅡCode
(アスキーコード)

Range:0016-FF16

(範囲：0016-ＦＦ16)
Set ASCⅡCode

Data1‘LF’(データ1‘LF’)

例） バーコードデータの末尾に“＠+”と付加させる場合(ポストアンブルにて）
1. 設定開始
2. 有効
3. データ0→4→0→設定→データ1→2→Ｂ→設定
4．設定保存終了

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Range:0016-FF16

 
 

(範囲：0016-ＦＦ16)

読み込んだバーコードデータのヘッダーとして、文字列を先頭
に付加させたい場合は、プリアンブルを有効に設定してくださ
い。プリアンブルデータは、２つのコードが設定可能です。
データ0とデータ1を読み込み、送信を行いたいコードをアス
キーコード（１６進数）にて設定します。設定されたデータは、
読み込まれたバーコードデータの先頭に自動的に付加されま
す。

 

　
Data0‘NULL’(データ0‘NULL’) 

Range:0016-FF16

Data1‘NULL’(データ1‘NULL’）

Enable (有効)

 

(範囲：0016-ＦＦ16)

 

START (設定開始)

Output Control (出力コントロール)

☆Preamble Transmission (プリアンブル転送)
＜Disable (無効)＞

(アスキーコード)

Range:0016-FF16

(範囲：0016-ＦＦ16)

☆Postamble Transmission (ポストアンブル転送)
Disable (無効)

読み込んだバーコードデータのフッターとして、文字列を末尾
に付加させたい場合は、ポストアンブルを有効に設定してくだ
さい。ご利用のソフトによっては、読み込まれたバーコードデー
タの末尾にキャリッジリターン以外を付加させたい場合がありま
す。その場合には、データ0とデータ1を読み込み、送信を行い
たいコードをアスキーコード（１６進数）にて設定します。設定さ
れたデータは、読み込まれたバーコードデータの末尾に自動
的に付加されます。

 

＜Enable (有効)＞

Data0‘CR’(データ0‘CR’)

Set ASCⅡCode

Set ASCⅡCode
(アスキーコード)

(アスキーコード)

- 60 -



Data0‘CR’(データ0‘CR’)

 

(範囲：0016-ＦＦ16)

Output Control (出力コントロール)

Data1‘LF’(データ1‘LF’)

☆Add-On Preamble Transmission (アドオンプリアンブル転送)

Range:0016-FF16

 

 

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞

START (設定開始)

読み込んだバーコードデータのヘッダーとして、文字列を先頭
に付加させたい場合は、プリアンブルを有効に設定してくださ
い。プリアンブルデータは、２つのコードが設定可能です。
データ0とデータ1を読み込み、送信を行いたいコードをアス
キーコード（１６進数）にて設定します。設定されたデータは、
読み込まれたバーコードデータの先頭に自動的に付加されま
す。

(アスキーコード)

Range:0016-FF16

(範囲：0016-ＦＦ16)
Set ASCⅡCode
(アスキーコード)

☆Spare0 (予備0)

＜Disable (無効)＞
　

Enable (有効)

＜Disable (無効)＞
　

Enable (有効)

☆Spare1 (予備1)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Set ASCⅡCode
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(15バイト,範囲：0016-ＦＦ16）
15Bytes,Range：0016-ＦＦ16

(アスキーコード)

START (設定開始)

Output Control (出力コントロール)

☆Code ID Transmission (コードＩＤ転送)
＜Disable (無効)＞

読み込んだバーコードの種類を転送したい場合には有効に設
定してください。

例） バーコードデータの末尾に“ABCD”と付加させる場合(サフィックスにて）
1. 設定開始
2. 有効
3. データ→4→1→4→2→4→3→4→4→設定
4．設定保存終了

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Enable (有効)

☆Prefix Transmission (プリフィックス転送)
＜Disable (無効)＞

読み込んだバーコードデータのヘッダーとして、１５文字以内
の文字列を先頭に付加させたい場合は、プリフィックスを有効
に設定してください。設定された文字列は、プリアンブルデー
タとバーコードデータの間に挿入されます。プリフィックスデー
タを設定する場合には、データを読み込み、送信を行いたい
コードをアスキーコード（１６進数）にて１５文字以内にて繰り返
し設定します。設定されたデータは、読み込まれたバーコード
データの先頭に自動的に付加されます。

 

Enable (有効)

　
Clear Prefix Data (全消去)

Data‘NULL’(データ‘NULL’)
15Bytes,Range：0016-ＦＦ16

(15バイト,範囲：0016-ＦＦ16）
Set ASCⅡCode
(アスキーコード)

Set ASCⅡCode

☆Suffix Transmission (サフィックス転送)
＜Disable (無効)＞

読み込んだバーコードデータのフッターとして、１５文字以内の
文字列を末尾に付加させたい場合には、サフィックスを有効に
設定してください。設定された文字列は、ポストアンブルデータ
とバーコードデータの間に挿入されます。サフィックスデータを
設定する場合には、データを読み込み、送信を行いたいコー
ドをアスキーコード（１６進数）にて１５文字以内にて繰り返し設
定します。設定されたデータは、読み込まれたバーコードデー
タの先頭に自動的に付加されます。

 

Enable (有効)

Clear Suffix Data (全消去)

Data‘NULL’(データ‘NULL’)
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☆Code Name Transmission (コードネーム転送)
＜Disable (無効)＞

読み込んだバーコードの長さを転送したい場合には有効に設
定してください。バーコードの長さは、２桁の数字にて転送され
ます。

☆Code Length Transmission (コード長転送)
＜Disable (無効)＞

読み込んだバーコードの種類を名称として転送したい場合に
は有効に設定してください。通常はコードＩＤで済むと思われま
すが、視覚的に把握したい場合や、未定義の種類を読み込ん
でしまった場合に利用すると便利です。コードの種類は、バー
コードデータの前へ“(”と“)”にはさまれ付加されます。

Enable (有効)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Enable (有効)

Output Control (出力コントロール)
START (設定開始)

☆Code ID Position (コードＩＤポジション)
＜Before Code (コード前)＞

上記コードＩＤの転送する位置を指定してください。バーコード
前が指定された場合には、読み込まれたバーコードデータの
前に追加され、バーコード後を指定した場合には読み込まれ
たバーコードの後に追加されます。

After Code (コード後)
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ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

Range:0110-9910(範囲：0110-9910)

☆Global Max.Code Length (バーコード最大文字数)

Range:0410-4810(範囲：0410-4810)

Range:0110-1010(範囲：0110-1010)  

☆Global Min.Code Length (バーコード最小文字数)
　

Range:0110-9910(範囲：0110-9910),Unit:10ms(単位：10ms)  

☆Double Confirm Times (重複検査時間)
　

☆Active Timer (点灯時間)
　

Range:0110-9910(範囲：0110-9910),Unit:10ms(単位：10ms)

☆Sleep Timer (消灯時間)

Range:0110-9910(範囲：0110-9910),Unit:10ms(単位：10ms)

☆Good-Read Delay Timer (読込間隔)
　

☆Stand-By Timer (待機時間)
　

Range:0110-9910(範囲：0110-9910),Unit:1s(単位：1s)  

☆Beep Loudness (ビープ音量)
　

Range:0110-9910(範囲：0110-9910),Unit:10ms(単位：10ms)  

Range:1010-5010(範囲：1010-5010),
Unit:100Hz(単位：100Hz)

☆Beep Duration (ビープ音長)
　

Range:0110-1010(範囲：0110-1010),Unit:Level (単位：Level)

☆Beep Tone (ビープトーン)

START (設定開始)

Specific Adjustment (特殊機能)
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ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

START (設定開始)

Specific Adjustment (特殊機能)

☆Spare1 (予備1)
　

　  

☆Spare0 (予備0)
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ケーブルタイプ

ファンクション 6ｐ　Ｍｉｎｉ　Ｄｉｎ（Ｍ）
クロック（Ｈｏｓｔ） 1
データ（Ｈｏｓｔ） 5

クロック（ＫＢＤ.） -
データ（ＫＢＤ.） -

Ｇｎｄ 3
ＧＮＤ　Ｓｈｉｅｌｄ 3
ＶＣＣ（+5Ｖ） 4

ＩＢＭ ＰＣ， ＸＴ， ＡＴ ＆ ＰＳ/2

ファンクション 9ｐ　Ｄｓｕｂ（Ｆ）
ＴｘＤ 2
ＲｘＤ 3
ＲＴＳ 8
ＣＴＳ 7

Ｓｈｏｒｔｅｄ 4，6
Ｇｎｄ 5

ＧＮＤ　Ｓｈｉｅｌｄ 5
ＶＣＣ（+5Ｖ） 9

ＲＳ-232Ｃ
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アスキーコード表は１６進数で表記されております。

アスキーコード表の見方
H(High)は列です。
L(Low)は行です。
　
例）STXのコード＜02H＞は‘0’の列と‘2’の行で参照されます。
　
Alt+（他のキーと合わせてショートカットを使う）の場合はUSのコード＜1FH＞です。
‘1’の列と‘F’の行で参照されます。

設定中断　[ＡＢＯＲＴ]

バージョン確認　[ＶＥＲＳＩＯＮ]

設定内容を表示　[ＬＩＳＴ]

ASCⅡ Code Table (アスキーコード表)
START (設定開始)

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

初期状態に戻す　[ＤＥＦＡＵＬＴ]

Ｌ＼Ｈ 0 1 0 1 2 3 4 5 6 7

0 Ｎｕｌｌ ＮＵＬ ＤＬＥ ＳＰ 0 ＠ Ｐ ` ｐ
1 Ｕｐ Ｆ1 ＳＯＨ ＤＣ1 ！ 1 Ａ Ｑ ａ ｑ
2 Ｄｏｗｎ Ｆ2 ＳＴＸ ＤＣ2 “ 2 Ｂ Ｒ ｂ ｒ
3 Ｌｅｆｔ Ｆ3 ＥＴＸ ＤＣ3 ＃ 3 Ｃ Ｓ ｃ ｓ
4 Ｒｉｇｈｔ Ｆ4 ＥＯＴ ＤＣ4 ＄ 4 Ｄ Ｔ ｄ ｔ
5 ＰｇＵｐ Ｆ5 ＥＮＱ ＮＡＫ ％ 5 Ｅ Ｕ ｅ ｕ
6 ＰｇＤｎ Ｆ6 ＡＣＫ ＳＹＮ ＆ 6 Ｆ Ｖ ｆ ｖ
7 Ｈｏｍｅ Ｆ7 ＢＥＬ ＥＴＢ ‘ 7 Ｇ Ｗ ｇ ｗ
8 Ｅｎｄ Ｆ8 ＢＳ ＣＡＮ （ 8 Ｈ Ｘ ｈ ｘ
9 Ｔａｂ Ｆ9 ＨＴ ＥＭ ） 9 Ｉ Ｙ ｉ ｙ
Ａ Ｆ10 ＬＦ ＳＵＭ * ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ
Ｂ Ｃｔｒｌ-Ｂ Ｅｓｃ ＶＴ ＥＳＣ + ； Ｋ ［ ｋ ｛
Ｃ Ｃｔｒｌ-Ｃ ＦＦ ＦＳ ， ＜ Ｌ ＼ ｌ ｜
Ｄ Ｅｎｔｅｒ ＣＲ ＧＳ - ＝ Ｍ ］ ｍ ｝
Ｅ ＳO ＲＳ ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ～
Ｆ ＳＩ ＵＳ ／ ？ Ｏ ＿ ｏ ＤＥＬ
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全ての設定を＜　＞で記述した初期値に戻します｡

☆DEFAULT (初期状態に戻す)

START (設定開始)

Support (補助機能)

 

☆ABORT (設定中断)
　
 

☆VERSION (バージョン確認)
　

スキャナーのソフトウェアバージョンを表示します｡パソコン側で
は、メモ帳等のキーボードデータを表示可能な状態にして読
み込んで下さい｡メンテナンス時には非常に重要です｡

 

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

☆LIST (設定内容を表示)
　

設定されている各種の内容を表示します｡パソコン側では、メ
モ帳等のキーボードデータを表示可能な状態にてして読み込
んでください。設定されている情報が、キー入力と同様に通知
されます。通知された設定内容は、英字にて表示されます。お
手数をおかけいたしますが、本書との照り合わせを願います。

 

設定中に現在の内容を破棄したい場合に利用します｡この
コードを読むことにより､以前設定保存した内容に戻ります｡こ
のコードは､各種設定ページの左下にも用意してあります｡
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0
8

1
9

2
Ａ

3
Ｂ

4
Ｃ

5
Ｄ

6
Ｅ

7
Ｆ

　

ＳＥＴ (セット)

END (設定保存終了)

☆Hexdecimal Code Table (数値設定用コード)

ABORT (設定中断終了)

START (設定開始)

Hexdecimal Code Table (数値設定用コード)
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Keyboard Wedge (キーボードインターフェイス)
　

　 RS-232C (RS-232Cインターフェイス）
　

Wand Emulation (ワンドエミュレーション)
　

OCIA (OCIA) 　
　

予備0
　

予備1
　

予備2

予備3

この設定はお客様で特に設定変更は必要ありません｡

ABORT (設定中断終了) END (設定保存終了)

START (設定開始)

Output Interface (出力インターフェイス)

☆Output Interface (出力インターフェイス)
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